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わたしの夢、語ります

石場 悠
はる と

斗 さん　美浜東小学校 6年 (菅浜)

　僕の将来の夢は、JRのスタッフとして働くこと

です。北陸本線で車掌をしたいし、小浜線で運転手

をしたいと思っています。

　僕は電車のことにとても興味があります。鉄道の

写真を撮ることが大好きで、お気に入りの駅は｢新疋

田｣です。家にはNゲージの鉄道模型もあり、レールを

つなげていくことは、とても楽しいです。また、毎日の

自主学習では、全国の鉄道のことを調べてまとめた

り、図を描いたりしています。

　鉄道会社で働くために、マイペースに過ごすだけ

ではなく、時間を意識して行動していきたいです。

　そして、自分のやるべきことに集中して取り組み

たいと思っています。
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みんなが楽しく乗れる電車に

‐表紙の写真‐

　3月3日に、美浜西小学校体育

館で行われた第57回美浜町民剣

道大会です。

　静まり返った会場に選手の気迫

あふれる声と相手に向かって踏み

込む足音が響き渡り、一瞬の攻防

が勝敗を決めていました。
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※お問い合わせ先 町観光誘客課(担当･和多田)　☎32-6705

｢若狭みはま｣のロゴマークが完成！
町では、北陸新幹線敦賀開業や令和 7年に開催される大阪・関西万

博等を見据え、三方五湖エリアを中心に町内観光資源の磨き上げを行っ

てきました。

今年度からは、持続可能な観光産業の構築を目指し、観光アドバイザー

の指導・助言の下、地域ブランドの確立に向けた取り組みを進めています。

　この程、コミュニケーションを誘発するロゴマークを制作するとともに、

新たなブランドホームページとSNSを開設しました。

　今後は、ロゴマークを活用した観光PRを行うとともに、ブランドホー

ムページの充実を図る等、美浜の魅力を発信し、交流人口の拡大を図っ

ていきます。

  5 災害に備えて今一度我が家の戸別受信機の
点検をしましょう！

Concept
① 水のゆらめきと光に反射する水面をモザイクのようなタッチ

で表現。デザインには、解像度を上げると景色が鮮明になっ

ていく様子も込められています。

② 本町には、素晴らしい景色 (もの・こと・人 )が満ちていますが、

一方で、まだ知られていない景色もたくさんあります。見てみた

い、行ってみたいと興味・関心を引き立てるフレーズとしました。

－ 概念 －

シンボル
マーク

①

タグライン
②

のぼり

Media
　シンボルマークを連ねたオリジナルパターンを法被やのぼり等に

配置することで、柄として視覚的認知を向上させ、ブランドとして

強く印象付けていきます。

－ 観光PR媒体 －

ブランドホームページ Instagram Facebook

ホームページ等
はこちら

法被

紙バッグ

布バッグ
ハンドタオル

ハンディウェット

観光ラッピングタクシー

Tシャツ

◎小学生の部 ◎高校一般の部

‐結果‐

荒木 妃依

村上 陽向

樋口 鳳楽

優　勝

準優勝

第3位

優　勝

準優勝

第3位

田邉 卓士

﨑元 雄紀

石丸 陽一朗
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災害に備えて今一度我が家の
戸別受信機の点検をしましょう！

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課(担当･橋本)　☎32-6716

　町では、大雨や地震、津波等の緊急時をはじめ、各種情報を伝達するツールとして

戸別受信機を1世帯につき1台貸与していますが、配布されてから乾電池を一度も交

換していない方は、この機会に戸別受信機の点検も兼ねて、乾電池の交換をしましょう。

　また、使用中に次のような症状が出た場合は、電池の残量不足が疑われますので、

戸別受信機本体の再起動及び電池交換を行ってください。

　戸別受信機本体の再起動及び電池交換の手順は次のとおりです。

◆電池残量不足
・画面に何も表示されない

・画面が赤く点滅する

・カチカチと音が鳴る

・起動しない

◆その他の症状
① ｢故障 ｣表示が点灯

② ｢ONLINE｣と表示されない

③受信バーが1本も出ない

④時刻が合わない

⑤放送が流れない

⑥チャイム音が鳴るが、音声が

　流れない等、故障が疑われる

　症状

①

② ③

④

電池交換＋再起動 再起動

再起動の手順

画面が赤く点灯し、｢000｣ が
表示されたら、電波が受信さ
れるまで1時間程度待つ

 正確な日時の表示やONLINE、
受信バーの表示が出れば受信
完了

本体底面に乾電池を入れて
カバーを閉める
※電池残量不足の場合は
　新しい電池に交換

本体底面の乾電池を
すべて外す

コンセントからコードを抜く
(電源を切る )

1 2 3

4 6

コンセントにコードを
差し込む(電源を入れる )

33

5

福井大学×美浜町から生まれた

活動報告会

町まちづくり推進課 (担当・大同 )　☎ 32‐6701※お問い合わせ先

　みはまシナプスプロジェクト

では、これからも子どもと大人

がつながる場づくりや学びと挑

戦が広がる取り組みを続けてい

きます。

みんなでまちづくり
プロジェクトに
ご協力をいただいた

株式会社
ジャクエツ

みんなでまちづくり
プロジェクトを
運営した

福井大学
国際地域学部

　町では、美浜らしいにぎわいを創ることを目的に、みはまシナプスプ

ロジェクトの一環として、福井大学と連携し、地域の課題解決や魅力創

出に向けた調査を行ってきました。

　みんなでまちづくりプロジェクトでは、令和5年4月から町内の小学

生11人と美方高校生6人が、学年や校区の垣根を越えて3つのグループ

に分かれ｢獣害対策｣｢あそび場の創出｣｢駅前の活性化｣をテーマに、遊具

の工場見学や模型の製作、空き家を活用したカフェの出店等、自分たち

のアイデアを実践し、学びを深めてきました。

◆みんなでまちづくりプロジェクトとは

2月23日に、戸嶋町長をはじめ、保護者やプロジェクト協力者、学校関係

者が出席し、福井大学生と子どもたちによる活動報告会が開催されました。

　これまで活動してきた3つのグループが、町の課題や取り組んだきっか

け、活動の成果、活動を通して学んだこと等を発表しました。

◆活動報告会を実施

◎チーム光合成：自然の中に遊び場をつくる！(遊具模型作り)
獣害対策をテーマに、触れると音が鳴る遊具の模型を製作

　発表では｢考えをまとめる力や自分たちで行動する力がついた｣｢美浜

のことをもっと好きになった｣等の意見があり、自身の成長を感じるとと

もに町に対する関心が高まる機会となりました。

チーム名と活動内容
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Interview

Interview

今川 泰
やすひろ

博 さん

吉田 響
ひびき

 さん

みんなでまちづくりプロジェクト

◎チームスベリダイズ：近くに遊具をつくる(遊具模型作り)
あそび場の創出をテーマに、2人同時に滑れる滑り台の模型を製作

◎チームカフェの日：空き家カフェ開催‼(1日限定カフェの日実施)
駅前の活性化をテーマに、空き家を活用したカフェをオープン

↑ 活動の成果を発表するチームカフェの日 ( 左 )と
カフェ出店当日の様子 (右 )

↑プロジェクト協力者等の全員で記念撮影

↑ 活動の成果を発表するチーム光合成 (左 )と完成
した遊具の模型 (右 )

↑ 遊具の模型を戸嶋町長に説明するチームスベリダ
イズ (左 ) と完成した遊具の模型 (右 )
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まちの話題をお知らせします
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↓戸嶋町長 (左 ) にナップサックを手渡す大岸社長 (右 )

　2月 20日に、美方ケーブルネットワーク㈱が町内
の小学校に入学予定の新1年生に、ナップサックを贈
呈しました。
　この贈呈は、同社が地域貢献プロジェクトの一環と
して今年度から行っているものです。
　大岸朝秀社長は ｢町内の小学校に入学する新1年生
の学校生活に役立ててほしい ｣と話していました。

MMネット地域貢献プロジェクト

ナップサックを贈呈

↓繙き別冊｢昭和時代の佐田｣を贈呈する佐田伝統文化保存会の皆さん

2月 20日に、佐田伝統文化保存会が言い伝え等を
まとめた冊子｢昭和時代の佐田｣を町に贈呈しました。
　この冊子は、佐田区の伝統行事等を紹介している冊子
｢繙
ひもと

き ｣の別冊として、佐田伝統文化保存会が区民への
聞き取り等を行い制作したものです。
　佐田伝統文化保存会の中道会長は ｢冊子という形で
ずっと語り継がれていってほしい ｣と話していました。

佐田区の話し言葉や言い伝えを冊子で継承

｢昭和時代の佐田｣を贈呈｢昭和時代の佐田｣を贈呈

↓こんにゃくが入った ｢かみなりごはん ｣と小麦で作った幅広麺を
　野菜等と煮込んだ ｢おっきりこみ ｣風の汁物を食べる児童たち

2 月 13 日に、北陸新幹線ウェルカム給食が町内の
各小・中学校で提供されました。
　これは、北陸新幹線敦賀開業を記念し、沿線地域の郷
土料理等を昨年9月から毎月提供しているものです。
　この日は、群馬県の ｢かみなりごはん ｣と｢おっきり
こみ｣風の汁物が提供され、児童たちは初めて食べる味
に舌鼓を打っていました。

沿線地域の郷土料理を堪能

北陸新幹線ウェルカム給食

↓究極のドラム・アートを披露するDRUM TAO

THE TAO 夢幻響THE TAO 夢幻響
DRUM TAO 30 周年記念舞台

　2月 25 日に、DRUM TAO 30 周年記念舞台 ｢THE TAO 
夢幻響 ｣ がなびあすで開催されました。
　DRUM TAOは、和太鼓を中心に篠笛や三味線等を使用し
たパフォーマンスを行う集団で、令和5年に結成30周年を
迎えました。
　当日訪れた約 400人の観客は、和太鼓が紡ぎ出す鼓動や
篠笛の美しい旋律に終始魅了されていました。 ↑来場者を魅了した和太鼓パフォーマンス

↓一進一退の攻防を繰り広げる選手たち

2月 25日に、第 63回美浜町民卓球大会が総合体
育館で開催され、町内の各地区から5チーム 35人が
参加しました。
　選手たちは、白熱したラリーを繰り広げ、チャンス
ボールには力強いスマッシュを打ち込んでいました。
　大会結果は次のとおりです。
優勝 久々子　　準優勝 金山　　3位 郷市 A

集中力と瞬発力が勝利のカギ

第63回美浜町民卓球大会

↓ 石野宏行常任推進委員長(右)から目録を受け取る加藤教育長(左)

2月28日に、北陸労働金庫敦賀支店地域推進委員会
が町立図書館に児童図書34冊を贈呈しました。
　この児童図書は、同委員会が社会貢献活動の一環とし
て開催した地域交流行事であるハマベリーでのイチゴ狩
りの参加費の一部と募金で購入したものです。
　加藤教育長は｢この児童図書を十分に活用し、利用者
に喜んでいただけるよう努めたい｣と話していました。

北陸労働金庫敦賀支店地域推進委員会

町立図書館に児童図書を贈呈町立図書館に児童図書を贈呈

↓源氏物語を朗読する野々宮氏 (左奥 )

3 月 3日に、｢春の朗読会 源氏物語を聴く ｣がなび
あすで開催されました。
　読み手には、司会者やナレーターとして活動してい
る野々宮のりこ氏を招き、源氏物語 (与謝野晶子訳 )よ
り｢桐壺 ｣と ｢帚木 ｣を一部抜粋して朗読されました。
　来場者約 30人は、野々宮氏のやさしく穏やかな声
で読み上げられる物語の世界に引き込まれていました。

穏やかな声で聴く物語

春の朗読会 源氏物語を聴く春の朗読会 源氏物語を聴く




